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動態を示すのか直接的に捉えた報告はない。本研究は Single Photon Emission Computed 
Tomography ：SPECTおよび脂肪酸アナログである 123I-labeled 15-(p-iodophenyl)-3-(R,S)-methyl- 
Pentadecanoic acid : 123I-BMIPP を用いて，異なる運動強度の自転車運動が骨格筋（大腿四頭筋），
心筋，肝臓の脂肪酸代謝にいかなる影響を及ぼすか観察し，検討することを目的とした。被験者








脚の平均）の FUは 40%, 70%, 80% V
．
O2max強度時にそれぞれ 0.029 ± 0.001, 0.029 ± 0.002，


























の FUは 40%，70%，80% V
．










O2max強度時にそれぞれ 0.87 ± 0.11，4.83 ± 0.98，8.79 ± 0.70 mMを示した。肝臓で
















































































きる。放射性標識はシングルフォトン核種として 99mTC，201TI，123I など，ポジトロン核種として 18F，
11C，13N などがある。計測装置はその標識薬剤によって，シングルフォトン断層装置（Single 
Photon Emission Tomography: SPECT）とポジトロン断層装置（Positron Emission Tomography: PET）
が利用される。脂肪酸代謝においてはトレーサーとして 15-(p-iodophenyl)-3(R,S)-methyl- 
























































































本実験では遊離脂肪酸のトレーサーとして 123I を標識した 15-(p-ヨードフェニル)-3(R,S)-メチル
ペンタデカン酸（123I-BMIPP；日本メジフィジックス株式会社製）を用いた。123I-BMIPP の放射化学


































始 5 分後に静注した。それぞれの実験における 123I- BMIPP の放射線量は 120.7 ± 3.4 MBq 
［3.3 ± 0.1 mCi］であった。この場合，全身で約1.2 mSvの被曝が予想される。運動中の心拍数
はハートレイトモニター（Vantage XL, ポラール社製）を用いて観察した。 
 
５．全身画像およびSPECT画像の撮影 















から，左右の大腿四頭筋（Quadriceps femoris : QF）およびハムストリングと内転筋を含む大腿後部
（Posterior part of the thigh : PPT）を関心領域とした。QFは自転車運動における主働筋であることか
ら，自転車運動における脂肪酸代謝の骨格筋分析対象として大腿四頭筋を選んだ。心筋および
肝臓のROIsはそれぞれ第 8－第 9胸椎間，第 10－第 11胸椎間を中心に隣接する 4つの断層
画像から設定した。各器官におけるROIsの大きさを表2に示した。 
測定された各器官における 123I-BMIPPの放射線量は，デッドタイムおよび崩壊を考慮し補正さ
れた。各器官における平均γ線カウントは下記の Fractional uptake (FU) を用いて計算補正され
た。 







 SPECT 画像各部の解剖学的位置を確認するため，胸部から大腿部の MRI を撮影した。0.5-1.0
テスラのスピンエコー法のMRI装置（MR Vectra，GE横河メディカル社製）を用い，次の設定で撮
影を行なった。TR/TE:：330/20 ms，励磁回数：3，有効視野（FOV）：45 cm，マトリックスサイズ：





































O2max強度時にそれぞれ0.029 ± 0.001, 
0.029 ± 0.002，0.025 ± 0.002%を示し，40および 70% V
．
O2max 時での値は 80% V
．
O2max時の
値よりも有意に高い値を示した（P < 0.01）。一方，大腿後部の FU は 0.017 ± 0.001，0.021 ± 













O2maxの順に0.048 ± 0.002，0.052 ± 0.004，0.050 ± 0.003%
を示した。心筋において運動強度による 123I-BMIPP の取り込み量に有意な差は認められなかっ
た。肝臓の FU は 40，70，80% V
．





運動中の 123I-BMIPP の取り込みを各運動強度の平均値で示すと，心筋が最も高く 0.050%，次
いで肝臓が 0.033%，大腿四頭筋が 0.028%であった。一方，安静時の心筋，肝臓，大腿四頭筋に








4.83 ± 0.98，8.79 ± 0.70mM を示した。血中遊離脂肪酸は運動によって増大がみられたが，
















O2maxの順で 125 ± 5.66，













































加すると CPT-Ⅰの活性は阻害され，脂肪酸の取り込みは減少する。マロニル CoA が減少すると




































































































の酸素代謝（TCA回路活性）動態が観察されている。Miyabe et al. （2005）は 11C-palmitateおよび 
11C-acetate を用いて心筋梗塞既往患者の脂肪酸代謝を心筋の血流，酸素代謝と左心室壁運動の
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a. 大腿四頭筋 b. 大腿後部














































































































































































































年齢（歳） 体重（kg） 身長（m） VO2max （ml/kg/min）
・






481.2 ± 12.9 441.9 ± 18.7 390.7 ± 15.4 1036.3 ± 16.2
右 左 右 左
474.5 ± 14.3 457.3 ± 22.4
平均値 ± 標準誤差，単位：mm2
